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2Jp-8　　　 接地型住宅地におけるコミュニティ生活

その１　近隣コミュニケーションの現状と意識

久保妙子（聖母女学院短大）

〔目的〕戸建住宅地や，戸建に近いかたちのタウンハウスタイプなどの接地型の住宅地に

おいては，住戸が上下左右に密接している集合住宅に比べて，近隣との関わりが希薄では

ないかと考えられる。本研究は，高齢化しやすい状況にあるそれらの住宅地をとりあげ，

今後さらに重要になるであろうコミュニティのあり方を検討することが目的である。

〔方法〕戸建住宅地および分譲テラスハウス，連続建形式の市営住宅の３ヵ所を対象とし

て，留置自記入式アンケート調査をおこなった。調査項目は，住戸外に出る行為から始ま

る近隣コミュニケーションに関するもので，調査時期は1999,1998,1996年の各8 ～9 月，

合計サンプル数は489 である。

〔結果〕戸建住宅地および分譲テラスハウスともに，向こう三軒両隣とは，男性では約半

数が「会えば挨拶する程度」，女性では半数近くが「なかには立ち話する人もいる」状態

である。意識としては「向こう三軒両隣にこだわらず気の合った人とつきあいたい」が７

～８割で，どくに女性でそう考える割合が高く，かつては必然的にコミュニティの単位で

あった向こう三軒両隣との関係も変わってきている。具体的には，「お土産のやりとり」

「宅配物の預けあい」「おすそ分け」「留守の声かけ」が上位で，向こう三軒両隣の近い

範囲でおこなわれることが多い。一方， 「趣味やレジャーを一緒に楽しむ」「家に行き来

する」ような親しいつきあいは離れた家との間にあることが多く，選択性のあるものにな

っている。また市営住宅は高齢者コミュニティが形成されている特殊例ではあるが，男性

の親しいつきあい，病気のとき助けあうなどの他では少ないつきあい方がみられる。

2Jp-9　　　　 既成市街地における商住コミュニティに関する研究
○井倉雅子＊　　西村一朗＊＊

（＊奈良女大・院　　＊＊奈良女大）

【目的】既成市街地における高齢化やライフスタイルの変化は、商店街を含めた中心部の

衰退をもたらし、そのことが空家や空き店舗、空地の増加、さらには地域コミュニティ形

成にも影響を及ぼしている。　しかし、時代のニーズにより商店街に空き店舗が生じること

はさけられない。今後、地域住民の二－ズに対応した適切な施設配置により、来街者の増

加が見込まれ、商店街活性化、さらには生活空間の充実につながると考えられる。

本研究では、居住者の永住意識、商店街を含む施設の利用実態と要望から商店街活性化

の方向性と今後の課題を検討する。

【方法】京都市下京区の商住工混合地域において居住者419 人を調査対象者として２種類

（職住用／住専用）の留置式自記式アンケート調査を行い、その結果について分析を行っ

た。調査期間は2000 年12 月４日－20 日として、調査状況については配布票が419 票、回

収票が290 票、有効回収票は284 票で有効回収率は67. 8% である。

【結果】居住者は無職の割合が多いが、有職の場合、自営業が最も多い。家族形態は単身

や夫婦のみが多く、なかでも高齢者世帯が多い傾向にある。また全体的に地域および持家

の定住志向は強い。しかし自営業者の場合には、後継者不足といった問題点から、今後一

層の空き店舗増加が予想されるため、空き店舗の再利用や再生と共に、事前に防ぐ対策も

必要であると考えられる。地域の各種施設に関しては、商業施設に対する利用度と満足度

は高いが、居住地から徒歩圏内の配置が不十分な文化施設や行政施設の利用度と満足度は

低い。また、施設の配置場所やサービス、内容等への要求は高い傾向にある。
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